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千葉県における人および可川由来サルモネラ菌について  

Ⅰ．1970年～1978年分離株について   
三瓶 憲一艇  内村真佐子兼 小岩井健司薪 七山 悠三腋   

SalmonellaIsolatedfromMenandRiverinChibaPrefecture  

I．1970～1978  

KenichiSANBE，MasakoUCHIMURA，KenjiKOIWAI  

andYuusoNANAYAMA  

1 緒言  

近年，サルモネラ菌（以下サ菌と略）による下痢症が  

′■年々増加しており，その治療面での困難さ1ゝ2’と併せて，  

予防対策の確立が急がれている。一方，河川水，屍尿処  

理下水からもサ菌が高率に検出されており3）I4），公衆衛生  

上，重要な問題となっている。  

我々は，千葉県におけるサ菌による人および環境汚染の  

実態を明らかにする目的で，1970年以来，患者，保菌者  

から分離され，送付されたサ菌について，繭型，薬剤感  

受性等につしゝて検討を行なっており，薬剤感受性につい  

ては，すでに報告した5）。  

今回は主として歯型について，過去9年間の成績と，   

1971，72年およぴ1978年に、同一河川から分離したサ南  

についても同様に検討したので報告する。  

なお，本調査の協力機関は次のとおりである。  

県下19保健所，東金，鶴舞，佐原県立柄院，千葉大学  

附属病院中央検査部，国府台，柏，習志野，千葉東，千  

葉各国立病院，千葉市立病院，成川日赤病院，川鉄病院，  

船橋中央病院，君津中央病院，小見川中央病院，旭中央，  

■■さ戸市立，成東，国吉匡保病院，館山病院，予防衛生協  

会，轟町診療所附属研究所，総武臨床検査センター，松  

戸医師会臨床検査センター，安房郡館山市医師会病院，  

夷隅臨床検査センター，船橋臨床医学研究所，東葛微生  

物研究所，江東微生物研究所，東洋微生物研究所，早川  

予防衛生研究所（順不同）。  

ⅠⅠ 材料  

1 人由来株  

1970年から1978年に，県内の保健所，病院，検査所等  

51機関で分離され，送付された計557株である。  

図1 採水地一た田各回（丁一葉市）  

2 河川け1求株  

（1）採水地．卓：  

1971－72年は，千葉市において図1の①地点（文化倍），  

1978年は（丑～⑤で，毎月1巨！1実施した。  

（2）採水方法   

1971～72年は，干潮時に川幅の中流より，ポリビン   

21に採水した。1978年は，ポリビンによる採水と同   

時に，腸チフス菌検索のため，Mooreら6）のスワブ法を   

併せて実施した。スワブは，局方脱脂綿をこぶし大に   

丸めたものを，二重のオーーゼで包み，口をひもで結び，  

121℃，15分間高圧滅菌後，乾燥させ使用した。投入の   

際は約150gの釣具用のおい）をつけた。投入後，3日   

目にどニール袋に回収し，これをしぼって検水（約   
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千葉県における人および河川由来サルモネラ菌につし－て   

200－300ml）とした。  

（3）検査方法   

1971－72年は，同河川水のサ歯のMPN（最確数）も   

実施した。すなわち，検水1000ml，100ml，10ml各3本   

づつをEEM培地で37℃，18～24時間前培養後，ハーナ   

のテトラチオン酸塩培地へ1～2ml移植し，43℃，24   

時間培養後；ブリリアントグ斗トーン寒天培地に分離，   

検水100ml中の値として計算した。   

1978年は．EEM培地200mlに，しぼり水20mlを加え，   

前培養後，以下，前回と同様に実施した。  

腸チフス菌検索方法は，西尾ら7）の変法セレナイト培   

地を使用し，BS（亜硫酸ビスマス）寒天培地に分離し   

た。  

分離菌株の同定は，微生物検査必携10）に準拠した。  

なお，分艶した腸チフス蘭は，国立予防衛生研究所   

に送り，ファージ型別を依碩した。   

ⅠⅠⅠ結果および考察   

1 人由来株  

過去9年間に分離されたサ菌は，557株，60菌型（同定  

中27株，－：eh：1．2，1株を含む）で，主な筒型を図2に示  

す。S．typhimurium，S．thompson，S．infantis，S．typhi  

は調査を始めて以来，頻繁に検出きれており．二の4菌  

型で280株（5∩．3％）と約半数を占める。一方，近年，F．  

G．K．M群等に属する菌株が増加しており，歯型の多彩  

化を見せている。  

（1）患者由来株  

313株，40菌型で，その検出傾向を表1に示した。  

S．typhimuriumか126株，40．3％で最も多く，次い   

でS．typhi，48株，15．3％∴S．thompson，18株，5．8％   

の順である。  

S・ParatyphiAE，i，過去9年間に5株分離され，そ   

の全てが患者由来である。一方，S．paratyphiBは，   

8株のうち，患者由来は2株にとどまっており，ニの   

相違は，小林ら2），大関ら8切報告と同様，両菌の起病■■＼   

件の点で興味深い。  

（2）保菌者由来株  

244株，51菌型で，その傾向を表2に示す〔  

筒型は，患者由来株のそれより多い。中でも，ここ   

数年間にS．vejle，S．nchanga，S．krefeld，S■findorff，   

S．pomona等，患者由来株には見られない菌型が分離   

きれており，人の海外からの持込み、食品，飼料等の   

輸入もあって，今後ますます増加するものと思われる。  

S．typhlmurlum  

S．typhl  

S．thompson  

S．1nfantls  

S．java  

S．derby  

S．anatum   

S．enterltldls   

S．10ndon   

S・a90na  

S．newpor亡  

S．panama  

S．glVe  

S．para亡yphlB  

S．11tchfleld  

S．salntpaul  

S．senftenberg  

S●paratyphlA  

S．b工■edeney  

S．barellly   

Others  

％  50  30  50  30  30  30  30   20  20  

同2 ヒト内来サルモネラ筒型の年次的推移  

3に示す。検査総数209件中の24件，11．4％と高し、検出  

率であった。   

歯型は13型ときわめて多彩でS．anatumが4株，16．  

5％と最も多く．S derby3軋12．5％，S．virchow3   

（3）海外旅行者由来株  

有田市でコレラか発生した1977年6月以後，コレラ   

汚染地区からの帰国者を対象に，コレラ菌を主とする   

南検索を実施しておI），それらからのサ滞検．≠状況を表  
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表1 患者由来菌型  表2 保菌者由来菌型  

歯  型  0群  歯  型  0群  

B  37  15．2  

C1   15  6・1  

D．   15  6．1  

E1   15  6．1  

Cl   14  5、7  

B  12  4．9  

E1   12  4．9  

El  lO  4．1  

Cユ  7  2．7  

B  6  2．5  

B  （I  2．5  

Cコ  6  2．5  

D．  6  2．5  

C1  5  2．O  

E4  5  ユ．O  

B  4  1．6  

B  4  1，6  

B  3  1．2  

B  3  1．2  

C1  3  1．2  

C1  3  1．2  

C1  3  1，2  

C2  3  1．2  

E1  3  1．2  

C1  2  0．8  

C1  2  0，8  

E2  2  0．8  

B  l  O．4  

B  l  O．4  

B  l  O．4  

B  l  O．4  

B  l  O，4  

Cl  l  O．4  

C1   1  0．4  

C．   1  0．4  

C．   1  0．4  

C1   1  0．4  

Cユ  1  0．4  

C。   1  0．4  

Cっ  1  0．4  

Dl  l  O．4  

D．   1  0．4  

El  l  O．4  

E，   1  0．4  

E1   1  0．4  

El  l  O．4  

El  l  O．4  

Eユ  1  0．4  

E。   1  0．4  

F  l  O．4  

M  l  O．4  

B  2  0．8  

C1  7  2．7  

D1  1  0．4  

G．   1  0．4  

K  3  1．2  

244   100．0   

S．typhimurium  
S．thompson  
S．typhi  
S．anatum  
S．infantis  
S．derby  
S．london  
S．give  
S．newport  
S．paratyphiB  
S．agona  
S．1itcllfi（）1d  

S．panama  
S．bareilly  
S．senftenbeTg  
S．saintpaul  
S．bredeney  
S．java  
S．schwarzengrund  
S．ohio  
S．1ivlngStOne  
S．v元chow  

S．blockley  
S．meleagridis  
S．oranienburg  
S．potsdam  
S．newlngtOn  
S．sofia  
S．stanley  
S．kiI鳩StOn  

S．heidelberg  
S．kiambu  
S．cholerae suis  
S．mission  
S．braenderup  
S．montevideo  
S．irumu  
S．narashino  
S．kottbus  
S．rayed  
S．sendai  
S．enteritidis  
S．kalina  
S．vejle  
S．nyborg  
S．nchanga  
S．weltevreden  
S．kinshasa  
S．krereld  
S．rindorrr  
S．pomona  

同 定 中  

（合  計）  

4
4
8
J
5
2
9
9
6
6
3
0
0
0
0
6
6
6
6
6
6
6
3
3
3
3
3
3
 
 

0
 
5
 
5
 
5
 
A
「
 
▲
ノ
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

4
 
1
 
 

′
b
 
O
O
 
Q
U
′
b
4
 
7
′
b
′
b
5
5
4
 
ウ
ノ
 
つ
J
 
つ
J
 
ュ
J
 
つ
‘
2
2
 
「
⊥
 
つ
一
つ
▲
 
人
ノ
 
l
 
l
 
1
 
1
1
 
1
 
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
4
 
′
b
 
l
 
l
 
l
1
 
 
3
 
 

1
 
 

2
4
1
1
1
 
 

3
 
 

S．typhimurium  
S．typhi  
S．thompson  
S．java  
S．enteritidis  
S．inrantis  
S．derby  
S．agona  
S．paratyphiA  
S．panama  
S．newport  
S．heidelberg  
S．menston  
S．london  
S．weltevTeden  
S．paratyphiB  

′■ s－Saintpaul  
S．kiambu  
S．potsdam  
S．1itchrield  
S．anatum  
S．poona  
S．schwarzengrund  
S．chester  
S．kin各StOn  

S．bredeney  
S．bIandenburg  
S．choleTaeSuisvaT．  

kunヱendorr  

S．braenderup  
S．oranienburg  
S．1iⅥngStOne  

S．virchow  
S．kottbus  
S．blockley  
S．bovismorbificans  
S．miami  
S．give  
S．newlngtOn  
S．new－brunswick  

B  

D．  
CI  
B  

DI  
CI  
B  

B  

A  

DI  
Cっ  

B  

CI  
EI  
EI  
B  

B  

B  

CI  
C】  

EI  
GI  
B  

B  

B  

8  

B  

CI   

） っ
J
 
3
 
3
 
つ
J
 
3
 
3
 
3
 
3
 
つ
J
 
つ
J
－
3
 
つ
J
 
つ
J
 
q
ノ
 
つ
J
 
3
 
（
J
 
つ
J
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
∧
U
 
O
 
O
 
八
U
 
O
 
O
 
O
 
l
 
l
 
O
 
O
 
O
ハ
U
 
 
（
U
 
 

O
 
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
ま
 
 
ユ
 
 
ー
 
 
1
 
 
1
 
 
つ
 
 
つ
 
 
ヰ
 
 
 
 
 
ー
 
 
ユ
 
 
1
 
 

C
 
C
 
C
 
C
 
C
 
C
 
D
 
E
 
E
 
E
 
E
 
B
 
C
 
C
 
G
 
K
？
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
 

S．senftenberg  

同定 中  

′／  

・：eh：1．2  

（合  計）  

■■  

株，12．5％，S．nel叩Ort3株，12．5％などか主流であっ   

た。二れに比較して我が［qの主要筒型であるS，t〉r－   

Phimuriumは，2株，8．3％にすきなかった 

有症者の中には，フィリピン旅行者が帰国後，血便   

を排泄し，S・neWPOrtか10ソg検出されたり，タイか   

らの帰国者では，コレラを思わせる水様便を排泄L，   

これより，S・Virchowが検出きれるなど，毒症例もL   

ばしば見られた。  

（4）′ト児由来株  

0～10オ児由来株は、人出栗原中の85株，15．3％を  

占める（表4）。   

診売赤痢や疑似赤痢，圭たは，パラチフス症などの  

ー49－   



†・葉県における人および河川由来サルモネラ菌について   

重症例からも頻繁に分離される。  

菌型は成人のそれと同様S．typhimuriumが4O株，   

46．8％と約半数を占め，以下，S．typhi9株，10．6％，   

S．thompson，8株，9．4％の順であった。  

検出株は1976年まで毎年10例程であったが，年と共   

に株数，菌型とも漸増傾向にある。  

これを年令別に見ると図3のごとく，0－4オに多   

く，二れだけで全体の71．8％を占め，乳幼児での検出   

率の高いことがわかる。  

（5）腸チフス  

過去8年間に，発生例数48件，患者数63であった   

（表5）。   

1976年より以前に比較して，1977年，1978年とやや   

増加の傾向を示している。  

本菌による集団発生例は無く，そのいずれもが散発   

であった。  

ファージ型は14種類（型別不能株1を含む）であっ   

た。  

D2がやや多い他は偏りは見られない。また，季節に   

よる変動は見られず，年間を通して発生していること   

が観察される（表6）。また，これらのうち，海外で催   

患したと推定されるのは5事例，患者数10名であった。  

推定感染地は，インド，韓国が多く，7ァ】ジ型は，  

M，Adegradedが主であった。  

表3 海外旅行者由来サルモネラ菌型  

0群   肉   型       i雪 ・・    株数  有  無   

B  S．stanley   フィリピン  

S．derby   2            フィリピン  

C．  S．typhimuTium S．oslo  2 ロ  l  ロ ロ  フィリピン 不 明  
S．1ivlngStOne  

ロ  

フィリピン  

S．勇一chow・  3 3 フィリピン・タイ  

Cコ  フィリ ピン   

． Dl  S．enteritidis   イ ンド ーヽ   

El  4  2  ：  フィリピン・タイ  

S．london   2      フィリ ピン  

S．give   フィリピン  

S．weltevreden   フィリ ピン  

E。   フィリピン   

合   計  24  12  12  

表4 小児由来サ′ルモネラの年次的推移  

’70  ’71  ’72  り3  ’74  ’75  ’76  ’77  ’78  合 計   ％   

S．typhimurium   2  3  2   4   2   3  14   7   40   46．8   

S．typhi  2  2   9   10．6   

S．thompson  3  2  8   9．4   

S．java  2  5  5．9  

S．derby  2  

S．infantis  2  

3・5一ヽ  
3．5  

S．panama  2  3．5  

S．heidelberg  2  2  2．4  

S．newport  2  2．4  

S．agona  2  2  2．4  

S．cholerasuisvar．  1．2   
kunzendorr  

S．poona  1．2   

S．blockley  1．2  

S．schwarzengrund  1．2   

S．saintpaul  1．2  

S．bovismoIbificans  1．2   

S．paratyphiA  1．2  

S．enteritidis  1．2   

合  計   3   4   7   9  10   6   7  10  20   85   100．0   
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0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 才  

回3 小児由来サルモネラの年令別分布  

表5 最近8年間に検出した腸チフス菌のファージ型  

1971  1972  1973  1974  1975  1976  1977  1978   計   

A   1－1   1－1  3－5  5－7   

Adegraded  l2  1－1  1－1  3－4   

1－1  1－1  
／  

1－2 1－1  ユ1二l  

1－1  1－1  4－5   

l1  【   2－・3  

ト2l－1  1－1  3－3  

4一一4  7－7   

H  1－1   

Ml   ー  1－1  15  511   

46   ト1 1－1  2－2   

50  1【1  1－1   

53  1－1  22  3－3  

型別不能  1－1  1－1   

計   4－5  3－5  7－10  22  6－6  5－9  13－15  811  48－63   

数字は発生例敬一患者数（保菌者も含む）を示す。  

表6 腸チフスの月別発生数  
′■  

1971  1972  1973  974  1975  1976  1977  1978  合  計   

1－2  1－1  4－5  

2  1－1  1－1  

1－3  3－4  4－7  

1－2  1－1   7－9   

4   己  11  3－3  8－8  

6  1－1  1－1  1－ユ  5－6  

7  2－2   1－1  

8  

園  
1－1  2－2   4－4  

9  

10  11  

12   ◆ □  
12  1－1  3－3  4－4   

合 計  4－5  35  710  22  66  59  13－15  8－11  4863  

数字は発生例敬一患者数（（呆南者も含む）を示す。  

＊同一一発生例   
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て・葉県における人および河川由来サルモネラ蔵について  

2 河Jr」由来株  

前回（1971年8月－1972年7月）は33株，16蘭型，今  

回（1978年1月－10月）は，調査が2ヶ月短かいのにも  

かかわらず38株，23菌聖と分離株数が多く，菌型の多彩  

化も目立つ（表7）。今回，最も多く分艶きれたのは，S．  

typhimurium6株，15，8％，以下S．thompson，S．  

london，G群（同定中）の順で，前回の順位と比較すると，  

やや変動が見られる。このことは，S．tyhimurium，S．  

thompsonが人由来株の主要菌型であることとよく一致  

している。また最近，人から分離されたG群，K群は，  

河川水からも分離されており，人と河川は，その菌型の  

点で相互に密接な関連のあることがうかがわれる。   

前回，たびたび検出されたS．paratyphiBは，今回全  

く検出きれなかった。   

一方，1978年から腸チフス菌の調査を始めたが，最も   

下流のポイント①（文化橋）でのみ検出している。ファー  

ジ型はD2，D6，Bl，Adegraded，聖別不能．と検査の度  

毎に変わっており，今後の調査に期待している。  

表7 河川由来菌型の推移  

1971．8～1972．7  1978．1～10   1971．8～1972．7  1978．1～10  
菌  型  

株   数   株   数  
菌  型  

株   数   株   数   

S．thompson   7   S．meleagridis   

S．paratyphiB   4  S．london   

S．senftenberg   4  2  S．give  2   

S．typhimurium   3   6  S．schwarzengrund  

S．oranienburg   2  s・agOna  

S．newport   2  S．muenchen  

S．blockley   2  S．typhi  

S．derby   2  S．mendoza  

S．bredeney   S．nchanga  

S．1ivlngStOne   S．krereld  

S．bIaenderup   S．pomona  

S．montevideo   S．cerro（K群）  

S．inrantis   G群（同定中）  3   

S．panama   2   H群（ ′′ ）  

S．anatum   合  計   38   

おり，人と河川は相互に密接な関連のあることがうかが  

われる。   

8．1978年3軋千葉市内のよしJrより腸チフス菌を分一ヽ   

離した。その後の調査でも，同一定点より頻繁に検出さ   

れ，そのファージ型は5型におよぶ。  

終りに臨み，ファージ型別の依頓を心よく御引受け下  

きいました，国立予防衛生研究所，中村明子博士に深謝  

いたします。  

なお，本論文の要旨は第38回日本公衆衛生学会総会   

（1978年，新潟）において発表した。  
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